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1  内戦6年目の 2017年3月には国外に逃れた難民数が 500万人を越え（国内避難民数630万人）、翌
2018年3月には 560万人（国内避難民数610万人）を越えた。「シリア難民500万人超す」『日本経
済新聞』2017年3月31日（朝刊）、「シリア難民：トルコへ 350万人流入 命がけの国境越え 内戦、
IS の脅威続く」『毎日新聞』2018年3月27日（朝刊）。






























（Bundesrepublik Deutschland、以下、BRD と略記）では、1950 年代に入ると国家プロジェ
2  1919 年にギリシア・トルコ間で勃発した戦争（希土戦争）の結果、当初、ギリシア領内のトル
コ系住民（イスラム教徒）38万人とトルコ領内のギリシア系住民（ギリシア正教徒）110万人の
交換が企図された。しかし、それは当該住民にとっては事実上の強制移住にほかならなかった。
Borodziej/Lemberg (Hg.) (2000), S. 30; Franzen (2006), S. 24–35, hier vor allem S. 30–32; 川島 （2005）、
4–5頁 ;  舘（2014）、47頁。
3  Nuscheler (1987), S. 6–23 を参照。
4 Beer (1994), S. 13. ただし、移住途上で命を落とした人々の数に関しては見解が分かれている。文
献・資料によって 280万から 60万までとかなりの開きがある。Nawratil (2008), S. 35; Kulturstiftung 
der Deutschen Vertriebenen (Hg.) (1989), S. 53–54. よく引用される 200万人という数字は、ドイツ
連邦統計局の資料に出てくる数字である。Statistisches Bundesamt (Hg.) (1958), S. 38 und S. 45– 46. 






































5  このプロジェクトは、テオドーア・シーダーやヴェルナー・コンツェなど歴史学者を中心に 1951
年から 1961年までの 10年間にわたり進められ、その成果は『東部・中央ヨーロッパからのドイツ
人追放の記録』として、1953年から順次刊行され、最終的に本編5巻と付録3巻の計8冊が出版さ
れ た。Bundesministerium für Vertriebene, Flüchtlinge und Kriegsgeschädigte (Hg.) (1953–1962), 5 
Bde., 3 Beihefte.
6   Lemberg/Edding (Hg.) (1959), 3 Bde.
7   Plato (2000), S. 87–107; Beer (2011), S. 23–32 (Kapitel 3) を参照。
8   たとえば、近藤（2013）を参照（第4章が難民・被追放民について取り上げている）。
9  さしあたり、次の文献が参考になる。永岑（1998）、55–95頁 ; 川喜田（2001）、1–16頁；瀧川（2009）、
117–122頁 ;  瀧川（2011）、279–295頁。

































に占領時代のソ連占領区域、そして 1950年代に DDR から逃亡してきた人々を指すものと理解す
る。
　東部ヨーロッパのさまざまな地域から逃亡と追放が始まるずっと以前より、ドイツ人はドイツ
10   Fleischhauer (1992), S. 19 を参照。
11   Brandes/Sundhausen/Troebst (Hg.) (2010), S. 697.
12   Nellner (1959), S. 62.
13   Reichling (1987), S. 46–56, hier S. 50.
14  §1 Vertriebener – Gesetz über die Angelegenheiten der Vertriebenen und Flüchtlinge (Bundesver-
triebenengesetz – BVFG) vom 19. Mai 1953, in: Bundesgesetzblatt（以下、BGBl と略記）1953, Teil 
1, Nr. 22, S. 203.
15  §2 Heimatvertriebener, in: Ebenda.








































17   Reichling (1958), S. 26.
18   Brandes (2005), S. 411–460 を参照。
19   Communique, [Babelsberg] August 2, 1945, in: U.S. Department of State (1960), p. 1511.
20   Benz (1992), S. 374 を参照。










































22   Benz (1992), S. 376 を参照。
23   Jacobsen (1979), S. 26 –27 を参照。
24   Benz (1995b), S. 47.





































26  Denkschrift Himmlers über die Behandlung der Fremdvölkischen im Osten (Mai 1940), hrsg. von 
Krausnick (1957), S. 197. ヒムラーの覚書と「指導者なき労働民族」については、永岑（1994）、34
– 43頁を参照。
27「東部総合計画」については、さしあたり、谷（2000）、156 –175頁；谷（2007）、678–682頁を参照。








































30  Knopp (2000), S. 215.
31  本稿の注5 で紹介した BVFK 編纂の文献を参照。難民・被追放民となったドイツ人の当時の様子
（虐待、暴力、レイプ、財産没収、家族離散、近親者の死といった悲痛な経験）を知る最初の手が
かりとして貴重な資料である。
32   Henke (1995), S. 114 –131 を参照。
33  たとえば、ソ連占領区域となるメクレンブルクでは、1945年以降、住民のほぼ 2人に 1人が被追
放民であったが、その被追放民の大部分は女性であった。当時の「逃亡と追放」の様子をとらえ
た多くの写真にも、厳冬のなかを徒歩で避難する女性や子ども、大きな荷物を背中に抱えた老女
の姿が写し出されている。Schwartz (2003), S. 206; Surminski (2012), S. 6 und S. 18–23.

































に対する恐怖心が急速に広まっていったのは間違いない（“Das Wüten der sowjetischen Bestien – 
Furchtbare Verbrechen in Nemmersdorf – Auf den Spuren der Mordbrenner in den wiederbefreiten 
ostpreußischen Orten”, in: Völkischer Beobachter, 27. Oktober 1944）。この事件以来、ネマースド
ルフは赤軍によりドイツ帝国領土で行われた残虐行為の象徴と見做されるようになった。ネマー
スドルフの事件については、Fisch (1997), S. 71–101; 近藤（2014）、112–114頁を参照。
35   Knopp (2000), S. 216.




して繋留されていた。“Zeitgeschichte: Das Drama auf der ,Wilhelm Gustloff＇”, in: Der Spiegel, Nr. 3, 
17. Januar 1994, S. 51.
37   Schön (2012), S. 104.















　すでに、戦争終結のおよそ 1年半前の 1943年11月末から 12月初頭にかけてテヘランで開催さ
38 ドイツ帝国東部領土とドイツ人入植地域での戦争による人口喪失については、以下の文献も参照。
De Zayas (1993), S. 216–217; 近藤（2013）、92–93頁（先のデ・ゼイヤス文献の該当頁の数字を紹
介している）。
39  ユーゴスラヴィアでの犠牲者数が表1 では 13万5,800人となっているが、その後の研究・推計によ
れば、6万9,000人と半減している。Wildmann/Sonnleitner/Weber (Hg.) (1998), S. 308.
40  ロシア系ドイツ人と 1939年以降に東部地域に移住してきたドイツ系住民の戦争による損失につい
ては、Nawratil (2008), S. 29–30 und S. 34 を参照。








東プロイセン 2,382,000 299,200 12.6 
東ポンメルン 1,822,700 364,700 20.0 
東ブランデンブルク 614,500 207,500 33.8 
シュレージエン 4,469,500 466,300 10.4 
バルト諸国 240,900 51,400 21.3 
ダンツィヒ
 （メーメル地方を含む） 373,000 83,200 22.3 
ポーランド 1,293,000 185,000 14.3 
チェコスロヴァキア
　（ズデーテン地方を含む） 3,453,000 272,900 7.9 
ハンガリー 601,000 57,000 9.5 
ユーゴスラヴィア 509,800 135,800 26.6 
ルーマニア 785,000 101,000 12.9 
総計 16,544,400 2,224,000 13.4 




























　戦争勃発前のドイツ帝国領は 58万6,000 km2 の国土面積を有していたが、このうち 39% にあた
る 23万 km2 がポツダム協定に基づき、ドイツ領から切り離された。すなわち、東プロイセンの
3万9,000km2（メーメル地方の 2,000km2 を含む）、東ポンメルンの 3万2,000km2、東ブランデン
ブルクの 1万1,000km2、シュレージエンの 3万5,000km2、ズデーテン地方の 2万9,000km2、オー










42   チャーチル（1972）、275頁。
43   同上、276頁。
44   同上。
45  Poland, HC Deb 15 December 1944 vol 406 cc1478-578, in: Parliamentary Debates (Hansard), UK 
Parliament, https://api.parliament.uk/historic-hansard/commons/1944/dec/15/poland（2018 年 9
月11日接続）.
46   De Zayas (1993), S. 115–129; Faust (1969), S. 222–237 を参照。
47  Zentralverband der vertriebenen Deutschen – Referat Statistik –: Das Problem der vertriebenen 
Deutschen in Zahlen, Bad Ems, Römerbad, 1.11.1949, in: Landesarchiv Nordrhein-Westfalen 
Abteilung Rheinland （以下、LAV NRW R と略記）, NW94 Nr. 1429, S. 344.























たかは、戦後最初の国勢調査（1946 年 10 月 29 日）の結果がはっきりと示している。その調
査によると、連合国により分割統治された 4 占領区域には、950 万人を超える被追放民が計
上されている。占領区域のなかで被追放民の流入が最も多かったのはソ連占領区域で、そ
の数は 360 万人であった。次いでイギリス占領区域が 310 万人、アメリカ占領区域が 270 万
人、4 カ国で共同統治していたベルリンが 10 万人、そして最も少なかったのがフランス占
領区域の 6 万人であった53。その後も被追放民の数は増え続け、この国勢調査から 1 年 2 ヶ
月後の 1948 年初頭には、1,072 万人の被追放民が 4 占領区域内に滞在した54。被追放民の数
はその後も増加し、1950 年 9 月 13 日に戦後 2 度目の国勢調査が実施されたが、1949 年 5 月に
48   Statistisches Bundesamt (Hg.) (1958), S. 38 und S. 174.
49   Benz (1992), S. 381.
50  Debate on the address, HC Deb 16 August 1945 vol 413 cc70-133, in: Parliamentary Debates (Hansard), 
UK Parliament, https://api.parliament.uk/historic-hansard/commons/1945/aug/16/debate-on-the-
address#S5CV0413P0_19450816_HOC_45（2018年9月11日接続）.




また追放途上で命を落とした人もほとんどいなかった。Nawratil (2008), S. 28.
53   Benz (1995a), S. 10. 同時代の文献では、イギリス占領区域が 309万人、アメリカ占領区域が 278万
人、フランス占領区域が 9万5,000人、ベルリンが 12万人、ソ連占領区域が 360万で、総計968万
人が計上されている。Edding/Hornschu/Wander (1949), S. 87, Tabelle I.
54  その内訳は、イギリス占領区域が 332万人（31%）、アメリカ占領区域が 296万人（27％）、フラン
ス占領区域が 6万人（0.6％）、ソ連占領区域が 438万人（40.9％）であった。Plato (1995), S. 109.
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英米仏の西側占領区域から創設された BRD には 799万7,000 人が被追放民として計上されている。








であった。こうしてポツダム協定採択から 3 ヶ月半後の 1945年11月20日に、ドイツにおける占
領行政を統括する連合国管理理事会（Der Alliierte Kontrollrat）によって、各占領区域が受け入
れる難民・被追放民の分担比率が決定・承認された。連合国管理理事会が作成した計画では、い
わゆるオーダー = ナイセ線以東に位置する旧ドイツ帝国領を含むポーランドから 350万人、チェ













いわゆる「スワロー作戦（Operation Swallow）」5 の名のもとで、137万5,000 人のドイツ人がオー
55  Reichling (1989), S. 14 und S. 30–31, Tabelle 1a. 連邦統計局の資料では、1950 年 9 月 13 日時点
の BRD に居住する被追放民数は、787万6,211人で全人口に対する比率は 16.5％となっている。
Statistisches Bundesamt (Hg.) (1953), S. 30.
56   Müller/Simon (1959), S. 308.
57  イギリス当局がこの大規模な被追放民の移送作戦 ― 端的にいえば、ポーランドからのドイツ人排
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ダー = ナイセ線の東側の旧帝国領土からイギリス占領区域へ移送された。また 154万6,000 人 ― 
その大部分はズデーテン地方からのドイツ人 ― がアメリカ占領区域へと到着した5。
（swallow）ということなのか」と憶測していた。Frank (2008), p. 245. 故郷への帰還を示唆させるこ
のネーミングは、被追放民にも混乱を与えたことはいうまでもない。Wiskemann (1956), p. 115.













西側占領区域全体 245,289 39,337.5 43,694.0 11.1 5,878.5 13.5 
　イギリス占領区域 97,651 19,775.0 21,886.9 10.7 3,055.3 14.0 
シュレースヴィヒ= 
ホルシュタイン 15,668 1,589.0 2,573.2 61.9 833.7 32.4 
ハンブルク 747 1,711.9 1,403.3 --18.0 55.2 3.9 
ニーダーザクセン 47,288 4,539.7 6,227.8 37.2 1,467.8 23.5 
ノルトライン= 
ヴェストファーレン 33,948 11,934.4 11,682.6 --2.1 698.6 6.0
　アメリカ占領区域 107,454 14,296.9 16,779.6 17.4 2,744.9 16.4 
ブレーメン 404 562.9 484.5 --13.9 25.3 5.2 
ヘッセン 21,109 3,479.1 3,973.6 14.2 552.5 13.9 
ヴュルテンベルク= 
バーデン 15,703 3,217.3 3,583.1 11.4 509.3 14.2 
バイエルン 70,238 7,037.6 8,738.4 24.2 1,657.8 19.0 
　フランス占領区域 40,186 5,265.6 5,027.4 --4.5 78.3 1.6 
ラインラント= 
プファルツ 19,828 2,960.0 2,740.9 --7.4 30.6 1.1 
バーデン 9,952 1,229.7 1,182.0 --3.9 19.9 1.7 
ヴュルテンベルク= 
ホーエンツォレルン1) 10,406 1,075.9 1,104.5 2.7 27.8 2.5 
　大ベルリン 884 4,338.8 3,187.1 --26.5 116.9 3.7 
　ソ連占領区域 107,173 15,157.1 17,180.3 13.3 3,598.4 20.9 
メクレンブルク 22,938 1,405.4 2,108.7 50.0 903.2 42.8 
ブランデンブルク 26,976 2,413.9 2,514.7 4.2 540.7 21.5 
ザクセン=アンハルト 24,669 3,442.0 4,135.8 20.2 899.6 21.8 
ザクセン 16,992 5,465.2 5,510.8 0.8 683.9 12.4 
テューリンゲン 15,598 2,430.6 2,910.3 19.7 571.0 19.6 
1）リンダウを含めた数値
出所） Statistisches Amt des Vereinigten Wirtschaftsgebietes (Hg.) (1950), S. 5; Statistisches Bundesamt 





















者人口も戦前期と比べて 2.1％減少している。そのため同州は、シュレースヴィヒ = ホルシュタ
インに次ぐ 69万8,600人の被追放民を受容したにもかかわらず、州人口に対する被追放民の割合














入したこともあり、1939年には 140万人だった人口が 1945年11月には 250万人へと急増し、そのう
ちの 140万人が難民・被追放民あるいは疎開者で、その比率は 56.0％にも達していた。その後はこ
の比率は下がるものの、1950年代初頭に至るまで 45％前後で推移していった。Seils (2012), S. 43.
60  1946年10月29日時点での被追放民数については、文献によってばらつきがみられる。BVFK の助
成のもと、レンベルクとエディングによって編纂された研究書では、たとえば、文中で挙げた州
における被追放民数は、シュレースヴィヒ = ホルシュタインが 84万4,731人、ニーダーザクセン
が 149万2,624人、バイエルンが 166万1,888人で、西側占領区域全体（ベルリンを除く）では 594
万4,182人となっている。Nellner (1959), S. 128, Tabelle A3.
61   Müller/Simon (1959), S. 310.
62   Persson (1999), S. 85–90 を参照。
63   Brunn/Reulecke (1996), S. 26 –35, hier vor allem S. 32.
































も、ヴュルテンベルク = ホーエンツォレルンがわずかに 2.7％だけ増加しているものの、ラインラ







64  NRW の成立とルールの管理問題については、さしあたり、Steininger (1990) を参照。
65  Wiesemann/Kleinert (1984), S. 302.
66  NRW が受容した被追放民の比率は、その後も 1947年が 8.1%、1948年が 9.5％、1949年が 9.9％、
1950年が 10.1％（それぞれの比率はソ連占領区域および DDR からの難民を含む）とその増加率
は非常に緩慢であった。Landesamt für Datenverarbeitung und Statistik Nordrhein-Westfalen (Hg.) 
(1984), S. 23, Tabelle 1.2.
67  難民・被追放民のハンブルクへの流入停止措置がイギリス軍政府によって講じられたのは、1945
年10月26日であった。翌11月の時点でハンブルクには、77,000人の難民が滞在していた。Glensk 
(1994), S. 27 und S. 38.
68   Weiher (1998), S. 23 und S. 39–40.






























70   Sommer (1990), S. 13–34; Kühne (1996), S. 194–196.
71   Reichling/Betz (1949), S. 12–14 を参照。
72  たとえば、アメリカ占領区域のバイエルンでも先住者と比較した被追放民の若年層比率は、0～19
歳では 34.2％（先住者：33.1％）、20～39歳では 29.9％（先住者：28.1％）と高い傾向にあったが、
シェレージエンからの被追放民でみた場合、その割合は 0～19歳で 38.4％、20～39歳では 30.0％
とより高い値となっている。Mehnert/Schulte (Hg.) (1949), S. 256.
表3：4占領区域における被追放民と先住者の年齢構成（1946年10月29日現在）
年　齢 被追放民（％） 先住者（％）
　 ～ 13 歳 24.9 23.0 
14 ～ 19 歳 10.1 8.9 
20 ～ 49 歳 44.1 42.9 
50 ～ 64 歳 14.0 16.1 
　　　65 歳～ 6.9 9.1 
合　計 100.0 100.0 
　　　　　　　出所）Reichling/Betz (1949), S. 13.



































れたのは 1949年になってからであった。Wagner (1956), S, 12.
74   Jaenicke (1950), S. 9; Bauer (1982), S. 67–68.
75   Messerschmidt (1996), S. 243 –245 を参照。
76  Dokument-Nr. 5, Konferenz der Chefs der Länder und Provinzen der britischen Zone in Detmold 
19./20. November 1945, in: Akten zur Vorgeschichte der Bundesrepublik Deutschland 1945–1949（以
下、AVBRD と略記）, hrsg. von Bundesarchiv und Institut für Zeitgeschichte (1989), Bd. 1/1, S. 156.
77  Anweisung Nr. 10 für die britische Zone v. 21. Nov. 1945, Organisation der Flüchtlingsbewegung 
durch die deutsche örtliche Verwaltung, abgedruckt in: Sozialministerium der Landesregierung 







































に 1人に 1部屋を与えるとするならば、イギリス占領区域では 650万部屋が不足していることを
意味した。州の総人口に対する被追放民の比率が最大であったシュレースヴィヒ = ホルシュタイ
78  Steinert (1986), S. 23.
79  An Herrn Regierungspräsidenten Münster, Minden und Arnsberg, und den Herrn Landespräsidenten 
in Detmold, Betr.: Organisation der Flüchtlingsämter und Flüchtlingsausschüsse, Münster, den 
13.6.1946, abgedruckt in: Sozialministerium der Landesregierung Nordrhein-Westfalen (Hg.) (1947), 
S. 25–24.
80  Parisius (2003), S. 265–267.
81 この法律は、現存する住宅の「維持、増設、精査、配分、活用」を目的に全15条から構成されていた。
Kontrollratsgesetz Nr. 18 (Wohnungsgesetz), abgedruckt in: Sozialministerium der Landesregierung 
Nordrhein-Westfalen (Hg.) (1947), S. 37–41.
82  Gietzelt (2007), S. 13.
83  Schwartz (2004), S. 6–16.



















れた「ドイツ人難民の受容と編入に関する法律第 59号（Gesetz Nr. 59 über die Aufnahme und 




84   Wiskemann (1956), S. 147.
85  1949年10月1日時点までにバイエルンに受容された被追放民は総計で 192万8,189人であったこと
を勘案すれば、収容所で生活していた 10万2,000人という数は比率でいうと 5.3% となり、比較的
少ないことが分かる。ちなみに収容所の数は一番多いときで 1,375 を数え、14万5,822人の被追放
民がそこで寝泊まりしていた。Bauer (1982), S. 183–185. 1949年10月1日時点の被追放民数につい
ては、Jaenicke (1950), S. 8.
86  経済史家のシュルツによれば、終戦後の西側占領区域における「住宅政策は、全体として 1948年
までは麻痺状態で、日々の困窮した状況によって決められていた」。Schulz (1994), S. 164.
87  1945年11月の時点で、アメリカ占領区域では 1,550 キロカロリーの維持が約束されていたが、そ






しあたり、次の文献を参照。真鍋（1989）、110 –111、129 –138頁。Krieger (1988), S. 166 –170 und 
S. 234– 236.
88  この法律の第 2 条項と第 4 条項で難民の編入と定住（Eingliederung und Einbürgerung）につい
て 触 れ て い る。Bayerisches Gesetz- und Verordnungsblatt 1947, Nr. 5, S. 51–52; Jaenicke (1950), 
S. 9 und S. 37. 同じくアメリカ占領区域のヘッセンでも同日に同内容の「難民法」が公布された。
Gesetz- und Verordnungsblatt für das Land Hessen 1947, Nr. 2, S. 15. またヴュルテンベルク = バー



































über die Aufnahme und Eingliederung deutscher Flüchtlinge）」が可決され、2月26日に公示された。
Regierungsblatt der Regierung Württemberg-Baden 1947, Nr. 3, S. 15–17; Schraut (1995), S. 110.
89  Dokument-Nr. 32 B, Ministerpräsidentenkonferenz in München 6./7. 1947, in: AVBRD, Bd. 2, S. 563–
564.
90  Middelmann (1959), S. 291–292; Vogel (1983), S. 479 –481.
91  Messerschmidt (2000), S. 19.
92 ニーダーザクセンでは「ニーダーザクセン州における難民保護に関する法律（Gesetz über die 
Flüchtlingsbetreuung im Lande Niedersachsen）」、シュレースヴィヒ = ホルシュタインでは「難民
困窮除去法（Gesetz zur Behebung der Flüchtlingsnot）」として可決された。Müller/Simon (1959), 
S. 321 und S. 325.
93  Entwurf für ein Vertriebenengesetz, Düsseldorf, den 21. April 1948, in: LAV NRW R, NW 115 Nr. 
145/7.
94  Flüchtlingsgesetz des Landes Nordrhein-Westfalen vom 2. Juni 1948, abgedruckt in: Arbeits- und 
Sozialminister des Landes Nordrhein-Westfalen (Hg.) (1960), S. 50–55.
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　法的整備が進むなか、1947年11月11、12 の両日にローテンブルク・オプ・デア・タウバー





エルン、ヴュルテンベルク = バーデン、ヘッセンの各州が 5,000 人、ブレーメンが 500人、イギ

























95  Dokument-Nr. 107 B, 27. Tagung des Länderrates des amerikanischen Besatzungsgebietes in 
Stuttgart, 1./2. Dezember 1947, in: AVBRD, Bd. 3/2, S. 938; Neue Verteilung der Flüchtlinge – 
General Hays beantwortet Fragen des Länderrates, in: Neue Zeitung, 5.12.1947 (in: LAV NRW R, NW 
115 Nr. 145/6).
96   Piegsa (2009), S. 40 – 41.

















邦政府は 1949年11月29日に「バイエルン、ニーダーザクセン、シュレースヴィヒ = ホルシュ
タイン各州からの故郷被追放民移住に関する政令（Verordnung über die Umsiedlung von Heimat-
98  とりわけ、104名の被追放民しか受容しなかったラインラント = プファルツでは、都市部だけでな
く農村部でも戦争破壊の度合いが高く、3万3,000人がなお家屋の地下室や防空壕、さらには塹壕
のなかで生活を強いられ、住居の 6.53% が占領軍によって軍用目的あるいは戦時捕虜や外国人労
働者（いわゆる「Displaced Person」）用として接収されていた。Ebenda, S. 46 –47.















ホーエンツォレルン 合  計
1949 年
シュレースヴィヒ =














バイエルン － － － － － － － 7,967(70.0)
7,967
(22.6)
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出所）Piegsa (2009), S. 48, 54, 270 から作成。
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vertriebenen aus den Ländern Bayern, Niedersachsen und Schleswig-Holstein）」を発した。被追
放民の移住に関するこの最初の政令、いわゆる「第1次移住プログラム」によれば、シュレース











州間移住が見込まれていたが、表4 に示したように、送り出し州であるシュレースヴィヒ = ホル
シュタインからは目標人数の 79.4％（11万9,026人）、ニーダーザクセンからは 76.0％（5万6998









　受け入れ州のなかで唯一50％を下まわったのが NRW であった。NRW は、州内に被追放民の
ための十分な住宅と仕事が存在することが、彼らの移住受け入れの前提条件であると、早い段階







100  受け入れ州の割り当て人数は、フランス占領区域のラインラント = プファルツが 9万人、ヴュ
ルテンベルク = ホーエンツォレルンが 4万9,000人、バーデンが 4万8,000人、イギリス占領区
域の NRW が 9万人と大部分の被追放民を受け入れることとされ、そのほか、ヘッセンとヴュ
ルテンベルク = バーデンがそれぞれ 8,000 人、ハンブルクが 5,000 人、ブレーメンが 2,000 人
と さ れ た。Verordnung über die Umsiedlung von Heimatvertriebenen aus den Ländern Bayern, 
Niedersachsen und Schleswig-Holstein vom 20. November 1949, in: BGBl 1950, Nr. 2, S. 4.
101  Ebenda.
102  条文では、「連邦は、占領費の支出、およびその他戦争の帰結たる内外の負担に対する費用を（中
略）負担する」と明記されている。Artikel 120 (1) – Grundgesetz, in: BGBl 1949, Nr. 1, S. 16.
103  ハンブルクと被追放民の送り出し州であるバイエルンとの移送に関する交渉は書面でしか行われ
ず、両州の関係は終戦直後から緊張状態が続いていた。Glensk (1994), S. 168.
104  Der Sozialminister des Landes NRW an den Herrn Ministerpräsidenten des Landes NRW, Betr.: 
Umsiedlung von Heimatvertriebenen gemäß der Verordnung der Bundesregierung vom 29.11.1949, 
Düsseldorf, 17.5.1950, in: LAV NRW R, NW 94 Nr. 1429, S. 256 –257.
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律（Gesetz zur Umsiedlung von Heimatvertriebenen aus den Ländern Bayern, Nieder sachsen und 
Schleswig-Holstein）」を公布した。このいわゆる「第2次移住プログラム」では、「第1次移住プ
ログラム」と同じく、総計で 30万人の州間移住が企図され、その内訳はシュレースヴィヒ = ホ










いる 3州から 16万5,000 人（そのうち 2万2,500人の疎開者を含む）の移住が計画された109。こ
の 1953年2月と 1955年1月に発せられた 2 つの政令に基づいて実施された 30万人を越える規模
の移住計画は「第3次移住プログラム」と呼ばれた。このプログラムは、約8万戸の住宅建設を
予定し、そのために 7億マルク（連邦予算資金と住宅援助資金からそれぞれ 3億5,000 万マルク）
の資金が調達されることになった。さらに 1956年6月5日には最後となる「第4次移住プログラ
ム」が連邦政府から発表され、いまだ多くの被追放民を抱え負担を強いられている 3州から 13
105 Protokoll über die Sitzung der Landesflüchtlingsver waltungen im Bundesministerium für 
Vertriebene am 10. August 1950, 9.30 Uhr, in: LAV NRW R, NW 94 Nr. 1429, S. 201 und S. 257.
106  Piegsa (2009), S. 270.
107 Gesetz zur Umsiedlung von Heimatvertriebenen aus den Ländern Bayern, Niedersachsen und 
Schleswig-Holstein vom 22. Mai 1951, in: BGBl 1951, Teil I, Nr. 24, S. 350 –352.
108  Verordnung zur Umsiedlung von Vertriebenen aus Flüchtlingslagern und Notwohnungen in den 
Ländern Bayern, Niedersachsen und Schleswig-Holstein vom 13. Februar 1953, in: BGBl 1951, Teil 
I, Nr. 6, S. 26 –27.
109  Verordnung zur Umsiedlung von Vertriebenen und Flüchtlingen aus überbelegten Ländern vom 19. 
Januar 1955, in: BGBl 1955, Teil I, Nr. 4, S. 33–35.
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一般消費者に対して 1日当たり 1,550 キロカロリーの摂取を保証していたが、食糧事情の劇的な
悪化を前に、1946年春には配給量がアメリカ占領区域で 1,275 キロカロリー、イギリス占領区域
で 1,050 キロカロリー、フランス占領区域で 900 キロカロリーへと削減された。この摂取量は戦














110  Verordnung zur Umsiedlung aus überbelegten Ländern vom 5. Juni 1956, in: BGBl 1956, Teil I, Nr. 
26, S. 490.
111 1949年以降、103万2,386人の人々が国家の援助のもと移住プログラムに参加した。この人数は、
1946年10月29日時点に 3 つの送り出し州に滞在した被追放民数の 26.1％に相当した。移住者総
数のうち 42万6,992人がシュレースヴィヒ = ホルシュタイン、34万317人がニーダーザクセン、
26万5,077人がバイエルンからの移住者であった。移住者のために受け入れ州側ではおよそ 26万
5,000戸の住宅が用意された。4度にわたる移住プログラムの詳細については、さしあたり、次の
文献を参照。Müller/Simon (1959), S. 394– 404; Piegsa (2009), S. 50–132.
112   本稿の注87。Trittel (1990), S. 44 und S. 47–48; Schildt (2007), S. 10.
113  Schulz (1994), S. 39 – 41. ほかの文献では、「1950年におよそ 630万戸の住宅が不足していた」と






































害を受けた者などが援助の申請を行うことができた。Gesetz zur Milderung dringender sozialer 
Notstände (Soforthilfegesetz – SHG) vom 8. August 1949, in: Gesetzblatt der Verwaltung des 
Vereinigten Wirtschaftsgebietes 1949, Nr. 28, S. 205–214.
116  この法律は 4部構成で全375条からなり、被追放民については第11条で概念規定がなされている。
Gesetz über den Lastenausgleich (Lastenausgleichsgesetz – LAG) vom 14. August 1952, in: BGBl 
1952, Teil I, Nr. 34, S. 446 –533 (§11 Vertriebener, S. 449).
117  Lastenausgleichsbank (Hg.) (1954), S. 10 und Tabelle 9. ほかの文献によれば、1951年から 1956年
までに緊急援助と負担調整によって総額2億8,600万マルクが雇用創出のために拠出され、5万
8,000 の職場が新たに創出され、そのうちの 4万8,000 が被追放民に供された。ただし、この間、
被追放民の失業者数は約35万人減少したことを考慮すると、この措置による貢献度は比較的小
さかったことも分かる。Albers (1959), S. 441.
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　被追放民を始め、戦争の結果、不利益を被った人を被雇用者としてドイツの経済社会に編入し
ようという国家による公的努力の成果は、失業統計からもある程度読み取ることができる。1950





3州では、実に被追放民の 5人に 4人は職がないという状況であった11。負担調整法が 1952年8
月14日に公布されて以降、BRD の全失業者数に占める失業被追放民の割合は、1952年12月31








り、そのうちの 90万人が被追放民であった。その後も被追放民や DDR からの難民の流入は続き、





住宅の 1世帯当たりの居住面積は 32 ～ 65 m2 とされ、両親と子ども 2人の 4人家族であれば、居







118   Der Bundesminister für Vertriebene (1950), S. 1–2.
119   Lastenausgleichsbank (Hg.) (1954), S. 11.
120   Schildt (2007), S. 14–15. 次の文献も参照。Beer (2014), S. 56–61.























ヒ = ホルシュタイン、ニーダーザクセン、バイエルンの 3州に滞在し、その比率は 68％であっ













122  Dokument-Nr. 25, 5. Sitzung des Zonenbeirats der britischen besetzten Zone in Hamburg 10./11. Juli 
1946, in: AVBRD, Bd. 1/2, S. 632.

































123  1955年6月30日時点における西ベルリンを除いた BRD の人口は 4,999万4,700人で、そのうち
865万6,200人が被追放民で、同じく 1960年6月30日時点における西ベルリンを除いた BRD の
人口は 5,232万1,800人で、そのうち 962万4,300人が被追放民であった。Statistisches Bundesamt 
(Hg.) (1956), S. 37; Dass. (Hg.) (1962), S. 43.
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